
　書店や小売店などの店舗では、万引きやイタズラなどに
よる被害の防止策が求められています。顔認証システムの
導入により、あらかじめ登録された要注意人物の来店を検
知することで、被害
を未然に防ぐこと
が期待できます。

グローリーの
顔認証技術

　映像や画像から個人を認証する顔認証技術。非接触で照合できる顔認証は利便
性が高く、今や公共サービスやビジネスなど、幅広いシーンで活用されています。
　照合精度で業界トップクラスを誇るグローリーの顔認証技術は、紙幣・硬貨の識
別や手書き文字の認識などに用いる技術を応用しています。顔全体に均等に配置
した特徴点を基準に顔照合を行うことで、低画質な場合、サングラスやマスクなど
の影響がある場合にも性能が低下しにくく、安定した顔照合が可能です。

平均顔 対象者

特
徴
比
較

角度推定

　顔認証技術をデジタルサ
イネージと連携させることに
より、利用者の年齢や性別な
どを推定し、その人の属性に
合わせた情報を表示。ター
ゲットごとに、より効果的な情
報を提供することができるた
め、訴求力が高まります。

　当社の顔認証技術が、人型ロボット「Pepper」の法人
向けモデル「Pepper for Biz」の「Biz Pack」に採用され
ました。「Pepper」がお客さまの性別や年齢などを推定
し、サービス内容
をカスタマイズす
ることで、そのお
客さまに合わせた
多様なサービス
の提供が可能と
なります。

　ホテルでストレスのない快適な時間を提供するサービス
の一つとして、顔認証によるキーレス入室があります。顔認
証によりドアが解錠されるため、滞在者はキーレスで自由
に部屋の出入りが
でき、カードキー
などを持ち運ぶ煩
わしさや紛失の心
配がありません。

　マンションやオフィスなど、セキュリティーを確保したい
場所へ顔認証システムを導入することで、個人を特定した
うえでドアを解錠し、許可された人物以外の入室を防止。
ICカードや暗証
番号による認証
が不要のため、利
便性を確保しなが
らセキュリティー
強化が図れます。

　保育所でも、顔認証技術の活用が見込まれています。
駐車場や玄関ポーチなどに設置したカメラで来所者を検
知し、保育所内へ画面と音声で通知。保育所利用者であれ
ば通知とともにドアが解錠されるため、職員が子どもたち
から目を離すこ
となく来所者
の対応が可能
です。
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セキュアな社会を支える
グローリーの顔認証技術

さまざまな場面で活用されている当社の顔認証システムをご紹介します。

顔認証エンジンが自動的に「任意角度の顔」を推定します。推定
結果に応じて「角度ごとに特徴量を補正」することで、入力・登
録画像間の顔向きの違いにも対応可能です。

　2017年2月、当社は、認証精度を格段に向上させた高精
度な顔認証技術の開発に成功しました。特に、顔の向きの変
化に対する認証精度が飛躍的に向上。これにより、従来の技
術では適用が困難であった設置環境（カメラの高さや通路
に対する角度）においても顔認証システムの運用が可能と
なり、さまざまな業態への拡大が見込めます。　
　2003年の実用化以降、当社の顔認証システムは、大規模

商業施設やマンション、病院などさまざまな施設への導入
が進んでいます。今後は、金融や流通業界など当社の既存
のお客さまに対して、顔認証技術を活用した新たなソリュー
ション提案を行うとともに、新たな価値を創造するビジネス
モデルの確立にも取り組んでいきます。
　ますます広がりが期待できる顔認証技術を通して、より安
心・安全で豊かな社会の実現に貢献していきます。

認証精度の向上でさらに広がる活用の場

斜め顔に強い認証

人が個人を特定するための判断ロジックをコンセプトに開発し
た認証エンジンです。「平均顔」を元にし、顔中心に「100カ所」
の特徴を活用して認証を行います。

精度の高い認証

事例

2 迷惑行為の軽減へ

事例

3 利用者の属性に合わせた
情報提供

事例

5 お客さまごとに
サービス内容をカスタマイズ

事例

1 キーレス滞在で、
快適性と利便性を実現

事例

4 関係者のみの出入りで
セキュリティーを強化

事例

6 子どもの安全を守り、
保育士の負担も軽減

特 集



ガバナンス
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お客さま事例 ～公立羽咋病院様～

無断離院を未然に防ぎ、 
患者さまの安全を確保する「離院事故予防システム」

公立羽咋病院
医療安全管理対策室
医療安全管理責任者

山口 羊一 様

　地域の高齢者の入院が多い当院では、以前
から認知症対策のプロジェクトチームを立ち上
げてさまざまなケアを実施しています。その一
環として、顔認証技術を利用した離院事故予防
システムを導入しました。従来設置していた監
視カメラでは、患者さまの顔を知らないスタッ
フでは対応しづらかったのですが、顔認証の場
合は常時カメラを見ていなくても、また患者さ
まの顔を知らないスタッフでも、発報があれば
すぐに現場に駆けつけ、的確な対応ができる点

に大きなメリットを感じています。
　運用開始から約2年、顔画像を登録された患
者さまの無断離院は発生していません。患者さ
まが安心して病院生活を送ることができるよ
う、今後も「離院による事故件数がゼロ」という
状態を持続させていきたいと思います。この離
院事故予防システムのような取り組みが全国
の医療機関に広がれば、高齢の患者さまはも
ちろん、ご家族や地域の皆さまの安心や信頼
につながるのではないかと思います。

企業理念に基づき、すべてのステークホルダーの皆さまに信頼され支持される
健全で効率的な企業経営を推進します。

　当社グループは、企業理念に基づき、社会と共生し、す
べてのステークホルダーの皆さまに信頼され支持される
健全で効率的な企業経営を推進することにより、継続的
な企業価値の向上を目指しています。そのためには、コー
ポレート・ガバナンスの強化が不可欠であり、経営におけ
る監督機能ならびに業務執行機能の強化、意思決定の迅
速化、透明性および客観性の確保、コンプライアンス経営
のさらなる充実などに取り組んでいます。

コーポレート・ガバナンス体制
　当社は、「監査役設置会社」を採用し、複数の社外取締
役を含む取締役会において、経営の重要課題に関する意
思決定と業務執行の監督を行い、監査役会がそれを監視
する体制を採っています。執行役員制度を導入し、経営の
監督機能と業務執行機能を分離することにより、事業経
営の迅速化や効率性の向上に努めるとともに、指名諮問
委員会、報酬諮問委員会などを設置し、経営の重要事項
決定における透明性、客観性の向上に努めています。
　その他、当社のコーポレート・ガバナンスに関する基本
的な考え方、方針などについては、「コーポレート・ガバナ
ンス・ガイドライン」に記載しています。

　当社は、当社グループのリスク管理体制の維持・強化を
目的に、社長を委員長とする「リスク管理委員会」を設置し
ています。同委員会では、定期的なリスク評価を行い、リ
スク項目ごとに定めた主管部門・責任者を中心に、平時に
おける予防措置を実施するとともに、危機発生時に迅速
に対応できる体制の確保・向上に努めています。2016年
度は、緊急事態発生時の対応力や情報セキュリティー体
制の強化、グループ各社におけるリスク管理体制の充実
などに向けた取り組みを重点的に実施しました。

　当社は、コンプライアンス体制の確保・向上に向けた施
策の一つとして「コンプライアンス委員会」を設置してい
ます。社長を委員長、社外有識者（弁護士）2名を含む構成
とし、当社グループのコンプライアンスに関する重要な問
題を審議しています。また、コンプライアンスの相談窓口
（ヘルプライン）として、社外窓口を含む4つの相談窓口を
設置し、問題の早期発見や是正に努めるとともに、相談者
の保護にも努めています。加えて、コンプライアンスの徹
底に向けた社員への教育にも注力しており、2016年度は
公正な取引のさらなる徹底を目指し、グループ会社を含
めeラーニングや集合研修を実施しました。

コーポレート・ガバナンス

コンプライアンス

コーポレート・ガバナンス体制（2017年6月23日現在）

代表取締役
会計監査人

顧問弁護士

指名諮問委員会 報酬諮問委員会

株主総会

取締役会
取締役8名（うち社外取締役2名。任期1年）

監査役会
監査役4名（うち社外監査役2名）
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助言・指導
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リスク
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委員会

情報開示
委員会

コンプライ
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委員会

取締役、常勤監査役、役付執行役員　他 執
行
役
員

監
査
部

相談窓口（4系統）

開発部門 製造部門 販売部門 保守部門 管理部門

グループ会社

リスクマネジメント

患者さまご本人とご家族からシステム利用の
承諾をいただき顔写真データを登録

①見守りが必要な入院患者さまの顔写真をシステムに事前登録
②登録した患者さまが院外へ出ようとされた場合、システムが検知
③撮影画像とともに登録データを、職員のパソコンやタブレットにメールで通知

　認知症などにより入院患者さまが病
院を無断で抜け出し、ケガをされたり、
保護までに長時間かかるケースが発
生。患者さまの安全の確保が急務と
なっていました。

　全国の医療現場で患者さまの高齢化が進む中、認知症などにより病院を無断で抜け出し、事故に遭うケースが増加。
顔認証技術を利用した「離院事故予防システム」の導入により、患者さまの無断離院を防止します。

　正面玄関や時間外出入口など、院内
4カ所に計12台のカメラを設置し、24時
間体制で運用。離院事故予防システム
の導入により、登録した患者さまの無断
離院が発生すると、瞬時に職員へ通知
され、迅速な対応が可能になりました。

　患者さまの無断離院を未然に防止す
ることで、患者さまおよびご家族の安心
感につながり、顧客満足度が向上。ま
た、見守りが必要な患者さまの動向確
認や捜索に必要な時間が短縮されるこ
とで職員の負担が減り、業務の効率化
につながっています。

背景 ソリューション 主な効果

離院事故
予防システムとは

①登録

②検知

③通知

顔写真データを登録

顔を検知

職員が
現場へ急行し、確認

発報

顔認証技術を利用した無断離院を未然に防止できるシステム

http://www.glory.co.jp/csr/management/
WEBで詳細な情報がご覧いただけます。




